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国立成育医療研究センター（所在地：東京都世田谷区大蔵、理事長：五十嵐隆）研究所社会医学

研究部の加藤承彦、石塚一枝、東京都立大学子ども・若者貧困研究センターの阿部彩、近藤天之

らの研究グループは、小学校 5 年生（16,350 人）と中学校 2 年生（14,927 人）を対象に、抑う

つ症状を示している割合と、学校生活の状況との関連について分析を行いました。 

分析には、東京都、広島県、東京都内の 3 市区が実施した、「子どもの生活実態調査」1を統合し

たデータを用いました。 

抑うつ症状の評価には、日本語版子ども用抑うつ自己評価尺度（DSRS-C）2を用い、この合計点

数が 16 点以上を抑うつ症状を示している「抑うつ群」、15 点以下を抑うつ症状を示していない

「非抑うつ群」と定義しました。 

学校生活に関する質問に、「楽しみ」と回答している子どもは、抑うつ群に分類される割合が低

い傾向にありました。例えば、「学校の友達に会うこと」に関して、「とても楽しみ」～「楽しみ

ではない」の 4 つの選択肢から該当する回答を選んでもらい、「とても楽しみ」と答えた子ども

のうち、抑うつ群の割合は、小学 5 年生は 9％、中学 2 年生は 14％でした。一方、「楽しみでは

ない」と答えた子どものうち、抑うつ群の割合は、小学 5 年生は 63％、中学 2 年生は 75％でし

た。 

 

 
1 食事や睡眠といった日常生活、授業の理解度や友人関係といった学校生活に関することなどの質問で構成され、子どもたち

の置かれている状況を把握するために様々な自治体で実施されている調査。 
2 Depression Self-Rating Scale for Children。直近 1 週間の自分の気持ちについて 18 問の質問を行い、「いつもそうだ」「と

きどきそうだ」「そんなことはない」の 3 つのどれかで回答してもらう。子どもの抑うつ症状を測る尺度の 1 つ。 

友人関係や教師との関係が良い子どもは、抑うつ症状の割合が低い傾向 

～小学校 5 年生・中学生 2 年生を対象とした「子どもの生活実態調査」～ 
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「学校の先生に会うこと」に関しても、「とても楽しみ」と答えた子どものうち、抑うつ群の割

合は、小学 5 年生は 8％、中学 2 年生は 13％でした。一方、「楽しみではない」と答えた子ども

のうち、抑うつ群の割合は、小学 5 年生は 29％、中学 2 年生は 36％となり、楽しみにしている

ほど抑うつ群に分類される割合が低い傾向にありました。 

生活実態調査では学校生活の「友人関係」「教師との関係」「部活動」「学校の授業」の側面につ

いて、楽しみかどうか聞いています。友人、先生、授業に関する項目の割合は、下記の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、小学 5 年生では全体の 14％（男子 13％，女子 14％）が、中学 2 年生では全体の 23％（男

子 20％，女子 25％）が抑うつ群に分類されました。 

（注：これらの数値は、いくつかの自治体のデータを統合して算出しており、解釈に注意が必要

です。） 

本研究の成果は、学術誌「厚生の指標」に掲載されました。
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【想定されるメカニズム】 

本研究では、下記の 2つの可能性が考えられます。 

① 学校生活→抑うつ症状 

学校生活の質や充実感の低さが、子どもの抑うつ症状の要因となっている可能性があります。 

 

② 学校外の要因→抑うつ症状→学校生活 

社会経済的に不利な家庭環境など、別の要因が子どもの抑うつ症状を引き起こし、それと同時に

学校生活にも影響を与えていると考えられます3。 

 

因果の方向は特定できていませんが、実際には①②が複合的に子どもの生活に影響している可能

性も考えられます。 

 
 
【プレスリリースのポイント】 
 大規模な調査をもとに、小・中学生の抑うつ症状の傾向を示した貴重なデータです。 

 学校生活において、「友人や先生に会うことを楽しみにしている」、「学校の授業の理解度が

高い」などの子どもは、抑うつ症状を示す割合が低くなっていました。 

 小学 5 年生では全体の 14％（男子 13％ 女子 14％）が、中学 2 年生では全体の 23％（男

子 20％ 女子 25％）が抑うつ群に分類されました。（注：これらの数値は、さまざまな自治

体のデータを統合して算出しており、解釈に注意が必要です。） 

 授業の理解度や友人関係だけでなく、教師との関係性についても関連が見られました。 
 学校生活の状況について聞いた質問では、「学校の友達に会うことを楽しみにしている」「先

生に会うことを楽しみにしている」について、楽しみでないという回答が小 5 から中 2 にか

けて増加していました。また「学校の授業の理解度」についても、小 5 から中 2 にかけて、

あまりわからない、わからないことが多い、ほとんどわからないの割合が増えていました

（【学校生活の状況について】の図を参照）。 

 
 
 
 
 
 

 
3 Khin YP, Yamaoka Y, Abe A, Fujiwara T. Association of child-specific and household material deprivation with 
depression among elementary and middle school students in Japan. Soc Psychiatry Psychiatr Epidemiol. 2023 Jun 3:1–
11. 
＜概要＞本分析でも使用されている「子どもの生活調査」（東京都および広島県）のデータを用いて、子どもの抑うつ症状と

家庭の社会経済状況との関連を分析した。その結果、子どもに関連する物質的剥奪（自分の部屋や携帯電話、インターネッ

ト接続などの有無）との関連が見られた。 
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【背景・目的】 
国内における小中高生の不登校・自殺が過去最多という状況の中4、子どものメンタルヘルスの

不調についての実態把握が求められています。また、児童期・青年期のうつ病は不登校や問題行

動、自殺と関連があるだけでなく5・6、成人期におけるうつ病発症のリスクを高める7といった研

究結果が国内外で報告されています。 

この研究では、小・中学生の抑うつの情報を含む過去最大規模の調査から、子どもの抑うつ症状

と学校生活に関連があるのかを検討しました。 

 

 

【今後の展望・発表者のコメント】 

本研究では、因果の方向（抑うつ症状⇔学校生活の充実）は明らかにできませんでしたが、小・

中学生の抑うつ症状を学校生活との関連で検討することが急務であることが示唆されました。 

教師だけではなく、養護教諭やスクールカウンセラーなど多職種が関与する体制が必要だと考え

られます。 

また、子どものメンタルヘルスと学校生活との関係をさらに明らかにするためには、介入研

究や縦断調査の実施が求められます。 

 
 
【研究費の情報】 
本研究は、JSPS 科研費（課題番号：22H05098 および 22H05103）の助成を受けて実施されま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
4 文部科学省. 令和 2 年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査. 2020. 
5 髙柳伸哉, 伊藤大幸, 大嶽さと子. 小中学生における欠席行動と抑うつ, 攻撃性との関連. 臨床精神医学 2012; 

41: 925-32. 

6 望月直人, 伊藤大幸, 原田 新.中学生の非行行為と攻撃性, 抑うつとの関連. 精神医学 2014; 56: 4-11. 
7 Fombonne E, Wostear G, Cooper V, et al. The Maudsley long-term follow-up of child and adolescent 
depression. 1. Psychiatric outcomes in adulthood. Br J Psychiatry 2001; 179: 210-17. 
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【問い合わせ先】 

国立成育医療研究センター 企画戦略局 広報企画室 村上・神田  

電話：０３－３４１６－０１８１（代表） E-mail:koho@ncchd.go.jp 


